
JP 5155018 B2 2013.2.27

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
エポキシド（ａ１）と（メタ）アクリル酸から形成されてなるエポキシ（メタ）アクリレ
ート（Ａ）、（Ａ）を除く（メタ）アクリレート（Ｂ）、光重合開始剤（Ｃ）および型離
型性付与剤（Ｄ）からなり、（Ｄ）がリン酸エステル（ｄ１）と３級アミン（ｄ２）の塩
からなることを特徴とする活性エネルギー線硬化型樹脂組成物。
【請求項２】
（Ａ）～（Ｄ）の合計重量に基づいて、（Ａ）が５～７０％、（Ｂ）が２５～９０％、（
Ｃ）が０．１～２０％、（Ｄ）が０．０１～５％である請求項１記載の組成物。
【請求項３】
請求項１または２記載の組成物からなるコーティング剤。
【請求項４】
請求項１または２記載の組成物を硬化させてなる硬化物。
【請求項５】
請求項４記載の硬化物からなる光学部材または電気・電子部材。
【請求項６】
請求項１または２記載の組成物を、型面に塗工し、該塗工物に透明基材を加圧積層して、
該基材上から活性エネルギー線を照射して硬化させ、型から離型することを特徴とする成
形体の製造方法。
【発明の詳細な説明】



(2) JP 5155018 B2 2013.2.27

10

20

30

40

50

【技術分野】
【０００１】
　本発明は、活性エネルギー線硬化型樹脂組成物に関する。さらに詳しくは、型（とくに
金型）からの離型性に優れた硬化物を与える活性エネルギー線硬化型樹脂組成物に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　従来、液晶ディスプレイに使用されるプリズムシートや、プロジェクションＴＶに使用
されるフレネルレンズ、レンチキュラーレンズといった光学レンズは、熱可塑性樹脂の射
出成形、あるいは熱プレス成形により製造されるのが一般的であった。これらの製造方法
では、製造時の加熱および冷却に長時間を必要とするため生産性が低く、また、光学レン
ズの熱収縮により、微細構造の再現性が悪く、反るという問題点があった。これらの問題
点を解決するため、金型内面に透明樹脂基材がセットされた型内に紫外線硬化型樹脂組成
物を流し込み、紫外線を照射して硬化させる方法が実施されている。
　近年、ディスプレイの高精彩化に伴い、光学レンズにも高精彩化が要求されてきており
、そのため、プリズム頂角が６０～７０°、ピッチが数１０μｍというような、先端部が
鋭く精細なレンズを形成する必要がある。しかしながら、該レンズは傷等により損傷し易
いことから、その防止が検討されており、ビスフェノール骨格等の剛直な構造を導入する
方法（例えば特許文献１参照）、フッ素化合物等の添加で表面に滑性を付与して傷付きに
くくする方法（例えば特許文献２参照）、レンズにさらにハードコート層を設ける方法（
例えば特許文献３参照）等が提案されている。
【０００３】
【特許文献１】特開平１１－２４０９２６号公報
【特許文献２】特開２００５－２７２７００号公報
【特許文献３】特開平１１－３２６６０７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
しかしながら、これらの方法では、金型からの離型性が悪く、割れや破損が頻発し、歩留
まりが低下するという問題があった。
　本発明の目的は、硬化性が良好で、型（とくに金型）からの離型性に優れ、耐擦傷性、
剛性および基材との密着性に優れた硬化物を与える活性エネルギー線硬化型樹脂組成物を
提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明者らは、上記課題を解決すべく鋭意検討した結果、本発明に到達した。すなわち
、本発明は、エポキシド（ａ１）と（メタ）アクリル酸から形成されてなるエポキシ（メ
タ）アクリレート（Ａ）、（Ａ）を除く（メタ）アクリレート（Ｂ）、光重合開始剤（Ｃ
）および型離型性付与剤（Ｄ）からなり、（Ｄ）がリン酸エステル（ｄ１）と３級アミン
（ｄ２）の塩からなることを特徴とする活性エネルギー線硬化型樹脂組成物である。
【発明の効果】
【０００６】
　　本発明の活性エネルギー線硬化型樹脂組成物は、下記の効果を奏する。
（１）硬化性に優れ、得られる硬化物は型（とくに金型）からの離型性に優れる。
（２）該硬化物は、基材との密着性に優れ、耐擦傷性、および剛性に優れる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００７】
　本発明におけるエポキシ（メタ）アクリレート（Ａ）はエポキシド（ａ１）と（メタ）
アクリル酸から形成されてなるものである。
　（ａ１）には、下記の、多価（２価～６価またはそれ以上）フェノールもしくはそのア
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ルキレンオキシド［炭素数（以下Ｃと略記。）２～４。以下、ＡＯと略記。以下同じ。］
付加物のポリ（２価～６価またはそれ以上）グリシジルエーテル、多価（２価～６価また
はそれ以上）アルコールもしくはそのＡＯ付加物のポリ（２価～６価またはそれ以上）グ
リシジルエーテルが含まれる。
【０００８】
（１）２価フェノールのジグリシジルエーテル
　Ｃ６～３０の２価フェノール、例えば単環フェノール（カテコール、レゾルシノール等
）および多環フェノール［縮合多環フェノール（ジヒドロキシナフタレン等）、ビスフェ
ノール化合物（ビスフェノールＡおよび－Ｆ等）、ハロゲン化ビスフェノール化合物（ジ
クロロ－およびテトラクロロビスフェノールＡ等）、ビフェニル化合物（テトラメチルビ
フェニル等）等］のジグリシジルエーテル、ビスフェノールＡの２モルとエピクロルヒド
リン３モルとの反応から得られるジグリシジルエーテル等
（２）３価～６価またはそれ以上の多価フェノールのポリグリシジルエーテル
　Ｃ６以上かつＭｎ５，０００以下の３価～６価またはそれ以上の多価フェノールのポリ
グリシジルエーテル、例えば３価フェノール［ピロガロール、ジヒドロキシナフチルクレ
ゾール、トリス（ヒドロキシフェニル）メタン等］のジ－およびトリグリシジルエーテル
、４価フェノール［テトラキス（４－ヒドロキシフェニル）エタン等］のテトラ－、トリ
およびジグリシジルエーテル、６価またはそれ以上の多価フェノール［フェノールもしく
はクレゾールノボラック樹脂（Ｍｎ２００～５，０００）、レゾルシンとアセトンの縮合
反応で得られる多価フェノール（Ｍｎ４００～５，０００）等］のポリグリシジルエーテ
ル等
【０００９】
（３）２価アルコールのジグリシジルエーテル
　Ｃ２～３０の２価アルコール、例えば脂肪族２価アルコール［エチレングリコール、プ
ロピレングリコール、１，４－ブタンジオール、１，６－ヘキサンジオール（以下、それ
ぞれＥＧ、ＰＧ、ＢＤ、ＨＤと略記）、デカンジオール等］、脂環含有２価アルコール［
シクロペンタンジオール、シクロヘキサンジオール、ノルボルナンジオール、イソボルニ
ルジオール、アダマンタンジオール、シクロペンタジエニルジオール、シクロヘキサンジ
メタノール、ジシクロペンタジエンジメタノール等］、芳香環含有２価アルコール［キシ
リレンジオール、ジエタノールベンゼン等］のジグリシジルエーテル等
（４）３価～６価またはそれ以上の多価アルコールのポリグリシジルエーテル
　Ｃ６以上かつＭｎ５，０００以下の３価～６価またはそれ以上の多価アルコールのポリ
グリシジルエーテル、例えばトリメチロールプロパン（以下ＴＭＰと略記）、グリセリン
（以下ＧＲと略記）、ペンタエリスリトール（以下ＰＥと略記）およびジＰＥのポリグリ
シジルエーテル等
【００１０】
（５）多価（２価～６価またはそれ以上）アルコールまたは多価（２価～６価またはそれ
以上）フェノールのＡＯ付加物のポリグリシジルエーテル
　上記（１）～（４）で例示の多価フェノール、多価アルコールおよびこれらの混合物に
ＡＯを付加させた化合物のポリグリシジルエーテル等。
　ＡＯとしては、エチレンオキシド（以下、ＥＯと略記）、１，２－プロピレンオキシド
（以下、ＰＯと略記）、１，３－プロピレンオキシド、１，２－、２，３－、１，３－お
よびイソブチレンオキシド、テトラヒドロフラン（以下、ＴＨＦと略記）、およびこれら
の混合物等が挙げられる。これらのうち後述する、硬化物と基材との密着性の観点から好
ましいのはＥＯである。
　多価フェノールまたは多価アルコールに対するＡＯの付加モル数は、該硬化物と基材と
の密着性および硬化物の剛性の観点から好ましくは１～２０モル、さらに好ましくは２～
１５モル、とくに好ましくは２～１０モルである。ＡＯが異種の場合の付加形式としては
、ランダムおよび／またはブロックのいずれでもよい。
【００１１】
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　（Ａ）の分子量は、硬化物と基材との密着性および硬化物の剛性の観点から好ましくは
１５０以上かつＭｎ３，０００以下、さらに好ましくは１８０以上かつＭｎ１，５００以
下である。
　（Ａ）中の水酸基の数は、通常２～６またはそれ以上、硬化物と基材との密着性および
工業上の観点から好ましくは２～６、さらに好ましくは２～４、とくに好ましくは２～３
である。
　（Ａ）中の（メタ）アクリロイル基の数は、通常２～６またはそれ以上、本発明の樹脂
組成物の硬化性および工業上の観点から好ましくは２～６、さらに好ましくは２～４、と
くに好ましくは２～３である。
【００１２】
　本発明における（Ｂ）は、上記（Ａ）を除く（メタ）アクリレートであり、（Ｂ）には
下記の（Ｂ１）、（Ｂ２）およびこれらの混合物が含まれる。
【００１３】
（Ｂ１）１個の（メタ）アクリロイル基含有モノマー
　Ｃ４～１８、例えば脂肪族（メタ）アクリレート［メチル－、エチル－、オクチル－お
よび２－エチルヘキシル（メタ）アクリレート等］、脂環含有（メタ）アクリレート［シ
クロヘキシル（メタ）アクリレート等］、芳香環含有（メタ）アクリレート［ベンジル（
メタ）アクリレート、フェノキシエチル（メタ）アクリレート等］、複素環含有化合物［
テトラヒドロフルフリル（メタ）アクリレート、（メタ）アクリロイルモルホリン等］、
［アルキル（Ｃ１～２０）］フェノール（Ｃ６～３０）のＡＯ１～１０モル付加物の（メ
タ）アクリレート［例えばフェノールのＰＯ８モル付加物の（メタ）アクリレート、ノニ
ルフェノールのＥＯ８モル付加物の（メタ）アクリレート等］、並びに、前記例示した多
価（２価～６価またはそれ以上）アルコール、および該多価アルコールおよび／または多
価（２価～６価またはそれ以上）フェノールのＡＯ付加物のモノ（メタ）アクリレート
【００１４】
（Ｂ２）２個～６個またはそれ以上の（メタ）アクリロイル基含有モノマー
（Ｂ２－１）２個の（メタ）アクリロイル基含有モノマー
　Ｃ８～３０、例えば脂肪族ジ（メタ）アクリレート［ＥＧジ（メタ）アクリレート、１
，６－ＨＤジ（メタ）アクリレート等］、脂環含有ジ（メタ）アクリレート［ジメチロー
ルシクロトリデカンジアクリレート等］およびビスフェノール（Ｃ１３以上かつＭｎ４０
０以下）のＡＯ２～１０モル付加物のジ（メタ）アクリレート［ビスフェノールＡのＥＯ
２モル、ビスフェノールＡ、－Ｆおよび－ＳのＰＯ４モル付加物の各ジ（メタ）アクリレ
ート等］、並びに、前記例示した多価（２価～６価またはそれ以上）アルコール、および
該多価アルコールおよび／または多価（２価～６価またはそれ以上）フェノールのＡＯ付
加物のジ（メタ）アクリレート
【００１５】
（Ｂ２－２）３個～６個またはそれ以上の（メタ）アクリロイル基含有モノマー
　多価（３価～６価またはそれ以上）アルコール（Ｃ３～４０）のポリ（メタ）アクリレ
ート、例えばＴＭＰトリ（メタ）アクリレート、ＧＲトリ（メタ）アクリレート、ＴＭＰ
－ＰＯ３モル付加物のトリ（メタ）アクリレート、ＴＭＰ－ＥＯ３モル付加物のトリ（メ
タ）アクリレート、ＰＥトリ－およびＰＥ－テトラ（メタ）アクリレート、ＰＥのＥＯ４
モル付加物のトリ－およびテトラ（メタ）アクリレート、ジＰＥのトリ－、テトラ－、ペ
ンタ－およびヘキサ（メタ）アクリレート
【００１６】
　上記（Ｂ１）、（Ｂ２）、およびこれらの混合物のうち、硬化物の基材との密着性およ
び型離型性の観点から好ましいのは（Ｂ１）と（Ｂ２）の混合物である。（Ｂ１）と（Ｂ
２）の混合物の場合、重量比［（Ｂ１）／（Ｂ２）］は同様の観点から好ましくは２５／
７５～９０／１０である。
【００１７】
　（Ｂ）の分子量は、本発明の樹脂組成物の硬化性および硬化物の基材への密着性の観点
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から好ましくは１００（さらに好ましくは１５０）以上かつＭｎ１，０００（さらに好ま
しくは８００）以下である。
【００１８】
　本発明における光重合開始剤（Ｃ）としては、Ｃ８以上かつＭｎ１，０００以下、例え
ばヒドロキシベンゾイル（２－ヒドロキシ－２－メチル－１－フェニルプロパン－１－オ
ン、１－ヒドロキシシクロヘキシルフェニルケトン、ベンゾインアルキルエーテル等）、
ベンゾイルホルメート（メチルベンゾイルホルメート等）、チオキサントン（イソプロピ
ルチオキサントン等）、ベンゾフェノン（ベンゾフェノン等）、リン酸エステル（１，３
，５－トリメチルベンゾイルジフェニルホスフィンオキシド等）、ケタール（ベンジルジ
メチルケタール等）が挙げられる。
　（Ｃ）のうち硬化物の着色抑制の観点から好ましいのは、ヒドロキシベンゾイルおよび
リン酸エステル、さらに好ましいのは２－ヒドロキシ－２－メチル－１－フェニルプロパ
ン－１－オン、１－ヒドロキシシクロヘキシルフェニルケトンおよび１，３，５－トリメ
チルベンゾイルジフェニルホスフィンオキシドである。
【００１９】
　本発明における型離型性付与剤（Ｄ）は、リン酸エステル（ｄ１）と３級アミン（ｄ２
）からなる塩を含有してなるものである。
【００２０】
　リン酸エステル（ｄ１）には、下記一般式（１）で示されるもの、およびこれらの異な
る種類の混合物が含まれる。

　　　（Ｒ1）n－Ｐ（＝Ｏ）－（ＯＨ）m （１）

　式中、Ｒ1はＣ１～２０もしくはそれ以上のアルコキシ基、Ｃ１～２０もしくはそれ以
上のアルコールのＡＯ１～３０モル付加物の活性水素を除いた残基、または［アルキル（
Ｃ１～２０）］フェノール（Ｃ６～３０）のＡＯ１～３０モル付加物の活性水素を除いた
残基；ｍ、ｎはｍ＋ｎ＝３を満足する１または２の整数を示す。
　ＡＯとしては、組成物の貯蔵安定性、基材との密着性等の観点から好ましいのはＥＯで
ある。
【００２１】
　（ｄ１）の具体例としては、ドデカノールのリン酸モノ－および／またはジエステル、
トリデカノールのリン酸モノ－および／またはジエステル、テトラデカノールのリン酸モ
ノ－および／またはジエステル、ステアリルアルコールのリン酸モノ－および／またはジ
エステル、ドデカノールＥＯ２モルまたはＰＯ２モル付加物のリン酸モノ－および／また
はジエステル、トリデカノールＥＯ２モルまたはＰＯ２モル付加物のリン酸モノ－および
／またはジエステル、テトラデカノールＥＯ２モルまたはＰＯ２モル付加物のリン酸モノ
－および／またはジエステル、ステアリルアルコールＥＯ１０モル付加物のリン酸モノ－
および／またはジエステル、ドデカノールＥＯ１０モル付加物のリン酸モノ－および／ま
たはジエステル、トリデカノールＥＯ１０モル付加物のリン酸モノ－および／またはジエ
ステル、テトラデカノールＥＯ１０モル付加物のリン酸モノ－および／またはジエステル
、およびステアリルアルコールＥＯ１０モル付加物のリン酸モノ－および／またはジエス
テル等が挙げられる。
【００２２】
　これらのうち、（Ｄ）の型離型性付与および工業上の観点から好ましいのはドデカノー
ルのリン酸モノ－および／またはジエステル、ステアリルアルコールのリン酸モノ－およ
び／またはジエステル、ステアリルアルコールＥＯ１０モル付加物のリン酸モノ－および
／またはジエステル、およびトリデカノールＥＯ１０モル付加物のリン酸モノ－および／
またはジエステル、さらに好ましいのはモノエステル／ジエステルのモル比が１／１のモ
ノエステル／ジエステルの混合物である。
【００２３】
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　３級アミン（ｄ２）としては、Ｃ３以上かつＭｎ１，５００以下、例えばＣ３～３０の
脂肪族３級アミン、脂肪族１級アミン（Ｃ１～３０）のＡＯ２～３０モル付加物および、
脂肪族２級アミン（Ｃ２～３０）のＡＯ１～３０モル付加物、３級アルカノールアミン（
Ｃ６～１２）、および１～３級アルカノールアミン（Ｃ２～１２）のＡＯ１～３０モル付
加物、およびこれらの混合物が挙げられる。
【００２４】
　上記脂肪族３級アミンとしては、トリエチルアミン、トリブチルアミン、ラウリルジメ
チルアミンおよびジメチルステアリルアミン等が挙げられる。
　脂肪族１級アミンのＡＯ付加物としては、ブチルアミンのＥＯ４モル付加物およびＰＯ
１０モル付加物、ラウリルアミンのＥＯ１０モル付加物、ステアリルアミンのＥＯ１０モ
ル付加物およびＰＯ１５モル付加物等が挙げられる。
　脂肪族２級アミンのＡＯ付加物としては、ジエチルアミンのＥＯ４モル付加物およびＰ
Ｏ１０モル付加物、ジブチルアミンのＥＯ４モル付加物およびＰＯ１０モル付加物、ラウ
リルメチルアミンのＥＯ１０モル付加物、メチルステアリルアミンのＥＯ１０モル付加物
およびＰＯ１０モル付加物等が挙げられる。
　３級アルカノールアミンとしては、トリエタノールアミン、トリプロパノールアミン等
が挙げられる。
　１～３級アルカノールアミンのＡＯ付加物としては、エタノールアミンＥＯ４モル付加
物、ブタノールアミンＰＯ４モル付加物、ヘキサノールアミンＥＯ４モル付加物、ドデカ
ノールアミンＥＯ４モル付加物、ドデカノールアミンＰＯ１０モル付加物、ジエタノール
アミンＥＯ２モル付加物、ジブタノールアミンＰＯ２モル付加物、ジヘキサノールアミン
ＥＯ２モル付加物、ジブタノールアミンＰＯ１０モル付加物、トリエタノールアミンＥＯ
３モル付加物、トリエタノールアミンＰＯ１２モル付加物等が挙げられる。
　上記（ｄ２）のうち、（Ｄ）の型離型性付与の観点から好ましいのは脂肪族３級アミン
、および脂肪族１級アミンのＡＯ付加物、さらに好ましいのはジメチルステアリルアミン
、およびステアリルアミンのＥＯ１０モル付加物である。
【００２５】
　（ｄ１）と（ｄ２）との中和反応における（ｄ１）と（ｄ２）の当量比（ｄ１／ｄ２）
は、特に限定はないが、組成物の貯蔵安定性および硬化物の型離型性の観点から好ましく
は０．５／１～３／１、さらに好ましくは０．８／１～２／１である。
　（Ｄ）には、（ｄ１）と（ｄ２）との中和反応により生成した塩、および未反応の（ｄ
１）および／または（ｄ２）が含まれる。（Ｄ）中の該塩の含有量は、組成物の貯蔵安定
性、型離型性の観点から好ましくは６５～１００％、さらに好ましくは８０～１００％で
ある。
　本発明の組成物に（Ｄ）を含有させる方法には、（１）（ｄ１）と（ｄ２）を予め反応
させた後に、他の成分と混合する方法、および（２）（ｄ１）と（ｄ２）を別々に他の成
分と混合する方法が含まれる。これらの方法のうち、組成物の貯蔵安定性の観点から好ま
しいのは（１）の方法である。
【００２６】
　（ｄ１）と（ｄ２）からなる塩の具体例としては、ドデカノールのリン酸モノ－および
／またはジエステル－ジメチルステアリルアミンの塩、トリデカノールのリン酸モノ－お
よび／またはジエステル－ジメチルステアリルアミンの塩、テトラデカノールのリン酸モ
ノ－および／またはジエステル－ジメチルステアリルアミンの塩、ステアリルアルコール
のリン酸モノ－および／またはジエステル－ジメチルステアリルアミンの塩、テトラデカ
ノールＥＯ１０モルまたはＰＯ４モル付加物のリン酸モノ－および／またはジエステル－
ラウリルジメチルアミンの塩、テトラデカノールＥＯ１０モルまたはＰＯ５モル付加物の
リン酸モノ－および／またはジエステル－ジメチルステアリルアミンの塩、ラウリルアル
コールＥＯ２モルまたはＰＯ２モル付加物のリン酸モノ－および／またはジエステル－ラ
ウリルアミンのＥＯ１０モルまたはＰＯ５モル付加物の塩、テトラデカノールＥＯ２モル
またはＰＯ２モル付加物のリン酸モノ－および／またはジエステル－ステアリルアミンの
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ＥＯ１０モルまたはＰＯ５モル付加物の塩およびステアリルアルコールＥＯ１０モルまた
はＰＯ５モル付加物のリン酸モノ－および／またはジエステル－ステアリルアミンのＥＯ
１０モルまたはＰＯ４モル付加物の塩等が挙げられる。
【００２７】
　これらのうち、型離型性付与および工業上の観点から好ましいのはドデカノールのリン
酸モノ－および／またはジエステル－ジメチルステアリルアミンの塩、ステアリルアルコ
ールのリン酸モノ－および／またはジエステル－ジメチルステアリルアミンの塩、および
ステアリルアルコールＥＯ１０モル付加物のリン酸モノ－および／またはジエステル－ス
テアリルアミンのＥＯ１０モル付加物の塩、さらに好ましいのはリン酸エステル（ｄ１）
がモル比１／１のモノエステル／ジエステルの混合物であるそれぞれの塩である。
【００２８】
　（Ａ）～（Ｄ）の合計重量に基づく各成分の割合（％）は、（Ａ）は硬化物の剛性およ
び基材への密着性の観点から好ましくは５～７０、さらに好ましくは２０～５５、特に好
ましくは２５～４５；
（Ｂ）は硬化物の耐擦傷性および基材への密着性の観点から好ましくは２５～９０、さら
に好ましくは４５～８０、特に好ましくは５５～７５；
（Ｃ）は硬化性および着色抑制の観点から好ましくは０．１～２０、さらに好ましくは０
．３～１０、特に好ましくは０．５～５；
（Ｄ）は型離型性付与と基材との密着性および硬化物の高屈折率化の観点から好ましくは
０．０１～５、さらに好ましくは０．０３～３、特に好ましくは０．０５～１である。
【００２９】
　本発明の組成物には、本発明の効果を阻害しない範囲で必要によりさらに塗料、インキ
に使用される種々の添加剤（Ｅ）を含有させてもよい。（Ｅ）には、無機微粒子（Ｅ１）
、有機顔料（Ｅ２）、分散剤（Ｅ３）、消泡剤（Ｅ４）、レベリング剤（Ｅ５）、シラン
カップリング剤（Ｅ６）、チクソトロピー性付与剤（増粘剤）（Ｅ７）、スリップ剤（Ｅ
８）、酸化防止剤（Ｅ９）および紫外線吸収剤（Ｅ１０）が含まれる。
　（Ｅ）の合計の使用量は、本発明の組成物の全重量に基づいて、通常６０％以下、好ま
しくは０．００５～５０％である。
【００３０】
　無機微粒子（Ｅ１）としては、アルミナ［酸化アルミニウム、水酸化アルミニウム、ア
ルミナホワイト（アルミナ水和物）、シリカアルミナ（アルミナとシリカの融着物、アル
ミナの表面にシリカをコーティングしたもの等）］、ジルコニア、金属炭化物（炭化タン
グステン、炭化チタン、炭化ケイ素、炭化ホウ素等）、ダイヤモンド、カーボンブラック
（チャンネルブラック、ファーネスブラック、サーマルブラック、アセチレンブラック等
）、シリカ（微粉ケイ酸、含水ケイ酸、ケイ藻、コロイダルシリカ等）、ケイ酸塩（微粉
ケイ酸マグネシウム、アルミノケイ酸マグネシウム、アルミノケイ酸ソーダ、ケイ酸カル
シウム、タルク、ソープストーン、ステアライト等）、炭酸塩［沈降性（活性、乾式、重
質または軽質）炭酸カルシウム、炭酸マグネシウム等］、クレー（カオリン質クレー、セ
リサイト質クレー、バイロフィライト質クレー、モンモリロナイト質クレー、ベントナイ
ト、酸性白土等）、硫酸塩［硫酸アルミニウム（硫酸バンド、サチンホワイト等）、硫酸
バリウム（バライト粉、沈降性硫酸バリウム、リトポン等）、硫酸マグネシウム、硫酸カ
ルシウム（石コウ）（無水石コウ、半水石コウ等）等］、鉛白、雲母粉、亜鉛華、酸化チ
タン、活性フッ化カルシウム、セメント、石灰、亜硫酸カルシウム、二硫化モリブデン、
アスベスト、ガラスファイバー、ロックファイバーおよびマイクロバルーン等が挙げられ
る。
【００３１】
　これらのうち硬化物の耐擦傷性および組成物、硬化物の着色抑制の観点から好ましいの
はアルミナ、シリカ、ケイ酸塩、炭酸塩、硫酸塩および酸化チタン、さらに好ましいのは
シリカ、沈降性炭酸カルシウム、硫酸バリウムおよび酸化チタンである。
　（Ｅ１）は、２種以上併用してもよく、また２種以上が複合化されたもの（例えばシリ
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カに酸化チタンが融着）でもよい。（Ｅ１）の形状は、特に限定されず、例えば不定形状
、球状、中空状、多孔質状、花弁状、凝集状および粒状のいずれでもよい。
　（Ｅ１）の体積平均粒径は通常０．０１～１μｍである。
　（Ｅ１）の使用量は、本発明の組成物の全重量に基づいて、通常５０％以下、添加効果
および硬化物の可撓性の観点から好ましくは１～３０％、さらに好ましくは３～２５％で
ある。
【００３２】
　有機顔料（Ｅ２）としては、下記のものが挙げられる。
（１）アゾ系顔料
　不溶性モノアゾ顔料（トルイジンレッド、パーマネントカーミンＦＢ、ファストイエロ
ーＧ等）、不溶性ジスアゾ顔料（ジスアゾイエローＡＡＡ、ジスアゾオレンジＰＭＰ等）
、アゾレーキ（溶性アゾ顔料）（レーキレッドＣ、ブリリアントカーミン６Ｂ等）、縮合
アゾ顔料、キレートアゾ顔料等
（２）多環式顔料
　フタロシアニンブルー、インダントロンブルー、キナクリドンレッド、ジオキサジンバ
イオレット等
（３）染つけレーキ
　塩基性染料（ビクトリアピュアブルーＢＯレーキ等）、酸性染料（アルカリブルートー
ナー等）等
（４）その他
　アジン系顔料（アニリンブラック等）、昼光けい光顔料、ニトロソ顔料、ニトロ顔料、
天然顔料等
　（Ｅ２）の使用量は、組成物の全重量に基づいて、通常５０％以下、添加効果および硬
化物の可撓性の観点から好ましくは５～４０％、さらに好ましく１０～３０％である。
【００３３】
　分散剤（Ｅ３）としては、有機分散剤［高分子分散剤（Ｍｎ２，０００～５００，００
０）および低分子分散剤（分子量１００以上かつＭｎ２，０００未満）］および無機分散
剤が挙げられる。
【００３４】
　高分子分散剤としては、ナフタレンスルホン酸塩［アルカリ金属（ＮａおよびＫ等）塩
、アンモニウム塩等］のホルマリン縮合物、ポリスチレンスルホン酸塩、ポリアクリル酸
塩、ポリ（２～４）カルボン酸共重合体（マレイン酸／グリセリン／モノアリルエーテル
共重合体等）塩、カルボキシメチルセルロース（Ｍｎ１，０００～１０，０００）、ポリ
ビニルアルコール（Ｍｎ１，０００～１００，０００）等が挙げられる。
【００３５】
　低分子分散剤としては、下記のものが挙げられる。
（１）ポリオキシアルキレン型
　脂肪族アルコール（Ｃ４～３０）、［アルキル（Ｃ１～３０）］フェノール、脂肪族（
Ｃ４～３０）アミンおよび脂肪族（Ｃ４～３０）アミドのＡＯ１～３０モル付加物
　脂肪族アルコールとしては、ｎ－、ｉ－、ｓｅｃ－およびｔ－ブタノール、オクタノー
ル、ドデカノール等；（アルキル）フェノールとしては、フェノール、メチルフェノール
およびノニルフェノール等；脂肪族アミンとしては、ラウリルアミンおよびメチルステア
リルアミン等；および脂肪族アミドとしては、ステアリン酸アミド等が挙げられる。
（２）多価アルコール型
　Ｃ４～３０の脂肪酸（ラウリン酸、ステアリン酸等）と多価（２価～６価またはそれ以
上）アルコール（例えばＧＲ、ＰＥ、ソルビトールおよびソルビタン）のモノエステル化
合物
（３）カルボン酸塩型
　Ｃ４～３０の脂肪酸（前記に同じ）のアルカリ金属（前記に同じ）塩
（４）硫酸エステル型
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　Ｃ４～３０の脂肪族アルコール（前記に同じ）および脂肪族アルコールのＡＯ１～３０
モル付加物の硫酸エステルアルカリ金属（前記に同じ）塩等
【００３６】
（５）スルホン酸塩型
　［アルキル（Ｃ１～３０）］フェノール（前記に同じ）のスルホン酸アルカリ金属（前
記に同じ）塩
（６）リン酸エステル型
　Ｃ４～３０の脂肪族アルコール（前記に同じ）および脂肪族アルコールのＡＯ１～３０
モル付加物のモノまたはジリン酸エステルの塩［アルカリ金属（前記に同じ）塩、４級ア
ンモニウム塩等］
（７）１～３級アミン塩型
　Ｃ４～３０の脂肪族アミン［１級（ラウリルアミン等）、２級（ジブチルアミン等）お
よび３級アミン（ジメチルステアリルアミン等）］塩酸塩、トリエタノールアミンとＣ４
～３０の脂肪酸（前記に同じ）のモノエステルの無機酸（塩酸、硫酸、硝酸およびリン酸
等）塩
（８）４級アンモニウム塩型
　Ｃ４～３０の４級アンモニウム（ブチルトリメチルアンモニウム、ジエチルラウリルメ
チルアンモニウム、ジメチルジステアリルアンモニウム等）の無機酸（上記に同じ）塩等
が挙げられる。
【００３７】
　無機分散剤としては、ポリリン酸のアルカリ金属（前記に同じ）塩およびリン酸系分散
剤（リン酸、モノアルキルリン酸エステル、ジアルキルリン酸エステル等）等が挙げられ
る。
　（Ｅ３）の使用量は、本発明の組成物の全重量に基づいて、通常１０％以下、添加効果
および硬化物の耐擦傷性の観点から好ましくは０．０５～５％である。
【００３８】
　消泡剤（Ｅ４）としては、低級アルコール（Ｃ１～６）（メタノール、ブタノール等）
、高級アルコール（Ｃ８～１８）（オクチルアルコール、ヘキサデシルアルコール等）、
高級脂肪酸（Ｃ１０～２０）（オレイン酸、ステアリン酸等）、高級脂肪酸エステル（Ｃ
１１～３０）（グリセリンモノラウリレート）、リン酸エステル（トリブチルホスフェー
ト、テトラデカノールＥＯ２モル付加物リン酸エステル、等）、金属石けん（ステアリン
酸カルシウム、ステアリン酸アルミニウム等）、ポリエーテル［ポリエチレングリコール
（以下、ＰＥＧと略記）（Ｍｎ２００～１０，０００）、ポリプロピレングリコール（以
下、ＰＰＧと略記）（Ｍｎ２００～１０，０００）等］、シリコーン（ジメチルシリコー
ンオイル、アルキル変性シリコーンオイル、フルオロシリコーンオイル等）および鉱物油
系（シリカ粉末を鉱物油に分散させたもの）等が挙げられる。
　（Ｅ４）の使用量は、本発明の組成物の全重量に基づいて、通常３％以下、添加効果お
よび硬化物の耐擦傷性の観点から好ましくは０．０１～２％である。
【００３９】
　レベリング剤（Ｅ５）としては、ＰＥＧ型非イオン界面活性剤（ノニルフェノールＥＯ
１～４０モル付加物、ステアリン酸ＥＯ１～４０モル付加物等）、多価アルコール型非イ
オン界面活性剤（ソルビタンパルミチン酸モノエステル、ソルビタンステアリン酸モノエ
ステル、ソルビタンステアリン酸トリエステル等）、フッ素系界面活性剤（パーフルオロ
アルキルＥＯ１～５０モル付加物、パーフルオロアルキルカルボン酸塩、パーフルオロア
ルキルベタイン等）、変性シリコーンオイル［ポリエーテル変性シリコーンオイル、（メ
タ）アクリレート変性シリコーンオイル等］等が挙げられる。
　（Ｅ５）の使用量は、本発明の組成物の全重量に基づいて、通常３％以下、添加効果お
よび硬化物の耐擦傷性の観点から好ましくは０．１～２％である。
【００４０】
　シランカップリング剤（Ｅ６）としては、アミノ基含有シランカップリング剤（γ－ア
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ミノプロピルトリエトキシシラン、γ－アミノプロピルトリメトキシシラン、γ－フェニ
ルアミノフロピルトリメトキシシラン等）、ウレイド基含有シランカップリング剤（ウレ
イドプロピルトリエトキシシラン等）、ビニル基含有シランカップリング剤［ビニルエト
キシシラン、ビニルメトキシシラン、ビニルトリス（β－メトキシエトキシ）シラン等］
、メタクリレート基含有シランカップリング剤（γ－メタクリロキシプロピルトリメトキ
シシラン、γ－メタクリロキシプロピルメチルジメトキシシラン等）、エポキシ基含有シ
ランカップリング剤（γ－グリシドキシプロピルトリメトキシシラン等）、イソシアネー
ト基含有シランカップリング剤（γ－イソシアネートプロピルトリエトキシシラン等）、
ポリマー型シランカップリング剤（ポリエトキシジメチルシロキサン、ポリエトキシジメ
チルシロキサン等）、カチオン型シランカップリング剤［Ｎ－（Ｎ－ベンジル－β－アミ
ノエチル）－γ－アミノプロピルトリメトキシシラン塩酸塩等］等が挙げられる。
　（Ｅ６）の使用量は、本発明の組成物の全重量に基づいて、通常１０％以下、添加効果
および硬化物の耐擦傷性の観点から好ましくは０．５～７％である。
【００４１】
　チクソトロピー性付与剤（増粘剤）（Ｅ７）としては、無機チクソトロピー性付与剤［
ベントナイト、有機処理ベントナイト（表面ワックスコーティング処理ベントナイト等）
および極微細表面処理炭酸カルシウム（コロイダル炭酸カルシウム等）等］および有機チ
クソトロピー性付与剤（水添ヒマシ油ワックス、ステアリン酸カルシウム、オレイン酸ア
ルミニウム、重合アマニ油等）が挙げられる。
　（Ｅ７）の使用量は本発明の組成物の全重量に基づいて、通常２０％以下、添加効果お
よび硬化物の可撓性の観点から好ましくは０．５～１０％である。
【００４２】
　スリップ剤（Ｅ８）としては、高級脂肪酸エステル（ステアリン酸ブチル等）、高級脂
肪酸アミド（エチレンビスステアリン酸アミド、オレイン酸アミド等）、金属石けん（ス
テアリン酸カルシウム、オレイン酸アルミニウム等）、ワックス［パラフィンワックス、
ポリオレフィンワックス（ポリエチレンワックス、ポリプロピレンワックス、カルボキシ
ル基含有ポリエチレンワックス等）等］およびシリコーン（例えばジメチルシリコーンオ
イル、アルキル変性シリコーンオイルおよびフルオロシリコーンオイル）等が挙げられる
。
　（Ｅ８）の使用量は、本発明の組成物の全重量に基づいて、通常５％以下、添加効果お
よび硬化物の耐擦傷性の観点から好ましくは０．０１～２％である。
【００４３】
　酸化防止剤（Ｅ９）としては、ヒンダードフェノール化合物〔トリエチレングリコール
－ビス－［３－（３－ｔ－ブチル－５－メチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオネー
ト］、１，６－ヘキサンジオール－ビス［３－（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキ
シフェニル）プロピオネート］、オクタデシル－３－（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒ
ドロキシフェニル）プロピオネート、３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンジル
ホスホネートジエチルエステル〕およびアミン化合物（ｎ－ブチルアミン、トリエチルア
ミン、ジエチルアミノメチルメタクリレート等）が挙げられる。
　（Ｅ９）の使用量は、本発明の組成物の全重量に基づいて、通常３％以下、添加効果お
よび硬化物の耐擦傷性の観点から好ましくは０．００５～２％である。
【００４４】
　紫外線吸収剤（Ｅ１０）としては、ベンゾトリアゾール化合物［２－（５－メチル－２
－ヒドロキシフェニル）ベンゾトリアゾール、２－（３，５－ジ－ｔ－ブチル－２－ヒド
ロキシフェニル）ベンゾトリアゾール、２－（３，５－ジ－ｔ－ブチル－２－ヒドロキシ
フェニル）－５－クロロベンゾトリアゾール、２－（３，５－ジ－ｔ－アミル－２－ヒド
ロキシフェニル）ベンゾトリアゾール等］、トリアジン化合物〔２－（４，６－ジフェニ
ル－１，３，５－トリアジン－２－イル）－５－［（ヘキシル）オキシ］－フェノール〕
、ベンゾフェノン（２－ヒドロキシ－４－ｎ－オクチルオキシベンゾフェノン等）、シュ
ウ酸アニリド化合物（２－エトキシ－２’－エチルオキサリック酸ビスアニリド等）が挙
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げられる。
　（Ｅ１０）の使用量は、本発明の組成物の全重量に基づいて、通常３％以下、添加効果
および硬化性、硬化物の耐擦傷性の観点から好ましくは０．００５～２％である。
【００４５】
　上記（Ｅ１）～（Ｅ１０）の間で添加剤が同一で重複する場合は、それぞれの添加剤が
該当する添加効果を奏する量を他の添加剤としての効果に関わりなく使用するのではなく
、他の添加剤としての効果も同時に得られることをも考慮し、使用目的に応じて使用量を
調整するものとする。
【００４６】
　本発明の組成物には、本発明の効果を阻害しない範囲で必要により、さらに熱硬化触媒
（Ｆ１）および光酸発生剤（Ｆ２）を含有させることができる。
　（Ｆ１）としては、過酸化物（ｔ－ブチルパーオキシベンゾエート、ベンゾイルパーオ
キシド、メチルエチルケトンパーオキシド等）およびアゾ化合物（アゾビスイソブチロニ
トリルおよびアゾビスイソバレロニトリル等）等が挙げられる。これらのうち組成物の安
定性および反応性の観点から好ましいのは過酸化物、さらに好ましいのはｔ－ブチルパー
オキシベンゾエートおよびメチルエチルケトンパーオキシドである。
【００４７】
　本発明の組成物が（Ｆ１）を含有する場合は、後述の活性エネルギー線以外に熱でも硬
化させることができ、耐薬品性および耐擦傷性に優れた硬化物を得ることができる。熱に
よる硬化は、通常オーブンで５０～２００℃で１分～２０時間、好ましくは８０～１５０
℃で１０分～１０時間加熱処理される。
【００４８】
　（Ｆ１）の使用量は、本発明の組成物の（Ａ）と（Ｂ）の合計重量に基づいて、通常２
０％以下、好ましくは０．１～１０％である。
【００４９】
　（Ｆ２）としては、Ｃ８以上かつＭｎ１，０００以下、例えば、スルホニウム塩、ヨー
ドニウム塩、ホスホニウム塩、ピリジニウム塩、鉄－アレーン錯体が挙げられる。
　スルホニウム塩としては、例えば、トリフェニルスルホニウムヘキサフルオロホスフェ
ート、ビス［４－（ジフェニルスルホニオ）－フェニル］スルフィドビスヘキサフルオロ
ホスフェート、ビス［４－（ジフェニルスルホニオ）－フェニル］スルフィドビスヘキサ
フルオロアンチモネート、４－ジ（ｐ－トルイル）スルホニオ－４－ｔ－ブチルフェニル
カルボニル－ジフェニルスルフィドヘキサフルオロホスフェート、４－ジ（ｐ－トルイル
）スルホニオ－４－ｔ－ブチルフェニルカルボニル－ジフェニルスルフィドヘキサフルオ
ロアンチモネート、７－ジ（ｐ－トルイル）スルホニオ－２－イソプロピル－チオキサン
トンヘキサフルオロホスフェート、７－ジ（ｐ－トルイル）スルホニオ－２－イソプロピ
ル－チオキサントンヘキサフルオロアンチモネート、および特開平７－６１９６４号公報
、特開平８－１６５２９０号公報、米国特許第４２３１９５１号明細書、米国特許第４２
５６８２８号明細書等に記載の芳香族スルホニウム塩が挙げられる。
　ヨードニウム塩としては、例えば、ジフェニルヨードニウムヘキサフルオロホスフェー
ト、ジフェニルヨードニウムヘキサフルオロアンチモネート、ビス（ドデシルフェニル）
ヨードニウムテトラキス（ペンタフルオロフェニル）ボレート、および特開平６－１８４
１７０号公報、米国特許第４２５６８２８号明細書等に記載の芳香族ヨードニウム塩が挙
げられる。
　ホスホニウム塩としては、例えば、テトラフェニルホスホニウムヘキサフルオロホスフ
ェート、テトラフェニルホスホニウムヘキサフルオロアンチモネート、および特開平６－
１５７６２４号公報等に記載の芳香族ホスホニウム塩が挙げられる。
　また、カチオン重合開始剤であるピリジニウム塩としては、例えば、特許公報第２５１
９４８０号公報、特開平５－２２２１１２号公報等に記載のピリジニウム塩が挙げられる
。
　これらの（Ｆ２）のうち貯蔵安定性の観点から好ましいのは、スルホニウム塩である。
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【００５０】
　（Ｆ２）の使用量は、本発明の組成物の（Ａ）と（Ｂ）の合計重量に基づいて、通常２
０％以下、好ましくは０．１～１０％である。
【００５１】
　本発明の組成物は、（１）（Ａ）～（Ｄ）および必要により（Ｅ）、（Ｆ）を一括して
混合する方法か、（２）（Ａ）～（Ｄ）を予め一括混合し、該混合物に必要により（Ｅ）
、（Ｆ）を添加して混合する方法により製造することができる。これらのうち製造上の観
点から好ましいのは（１）の方法である。
【００５２】
　本発明の組成物は、成形体製造の場合、型（金型、樹脂型等）への塗工の際に、塗工に
適した粘度に調整するために、必要に応じて溶剤で希釈した塗料とすることができる。溶
剤の使用量は、該組成物の重量に基づいて通常２，０００％以下、生産性および塗工性の
観点から好ましくは１０～５００％である。また、塗料の粘度は、使用時の温度（通常５
～６０℃）で、通常５～５００，０００ｍＰａ・ｓ、塗工性の観点から好ましくは５０～
１０，０００ｍＰａ・ｓである。
【００５３】
　該希釈溶剤としては、本発明の組成物中の樹脂分を溶解するものであれば特に限定され
ない。具体的には、芳香環含有炭化水素（Ｃ７～１０、例えばトルエン、キシレンおよび
エチルベンゼン）、エステルまたはエーテルエステル（Ｃ４～１０、例えば酢酸エチル、
酢酸ブチルおよびメトキシブチルアセテート）、エーテル（Ｃ４～１０、例えばジエチル
エーテル、ＴＨＦ、ＥＧのモノエチルエーテル、ＥＧのモノブチルエーテル、ＰＧのモノ
メチルエーテルおよびＤＥＧのモノエチルエーテル）、ケトン（Ｃ３～１０、例えばアセ
トン、メチルエチルケトン、メチルイソブチルケトン、ジ－ｎ－ブチルケトンおよびシク
ロヘキサノン）、アルコール（Ｃ１～１０、例えばメタノール、エタノール、ｎ－および
ｉ－プロパノール、ｎ－、ｉ－、ｓｅｃ－およびｔ－ブタノール、２－エチルヘキシルア
ルコールおよびベンジルアルコール）、アミド（Ｃ３～６、例えばジメチルホルムアミド
、ジメチルアセトアミド、Ｎ－メチルピロリドン等）、スルホキシド（Ｃ２～４、例えば
ジメチルスルホキシド）、水、およびこれらの２種以上の混合溶剤が挙げられる。
　これらの溶剤のうち取扱い性の観点から好ましいのは沸点が７０～１００℃のエステル
、ケトンおよびアルコール、さらに好ましいのは酢酸エチル、メチルエチルケトン、ｉ－
プロパノールおよびこれらの混合物である。
【００５４】
　本発明の組成物は、必要により溶剤で希釈して、基材の少なくとも片面の少なくとも一
部に塗布し、必要により乾燥させた後、後述する活性エネルギー線を照射して硬化させる
ことにより基材の表面および／または裏面の少なくとも一部に硬化物（コーティング膜）
を有する被覆物を得ることもできる。
　該塗工に際しては、通常用いられる装置、例えば塗工機［バーコーター、グラビアコー
ター、ロールコーター（サイズプレスロールコーター、ゲートロールコーター等）、エア
ナイフコーター、スピンコーター、ブレードコーター等］が使用できる。塗工膜厚は、乾
燥硬化後の膜厚として、通常０．５～３００μｍ、乾燥性、硬化性の観点から好ましい上
限は２５０μｍ、耐擦傷性、耐溶剤性、耐汚染性の観点から好ましい下限は１μｍである
。
【００５５】
　本発明の組成物を溶剤で希釈して使用する場合は、塗工後に乾燥するのが好ましい。乾
燥方法としては、例えば熱風乾燥（ドライヤー等）が挙げられる。乾燥温度は、通常１０
～２００℃、塗膜の平滑性および外観の観点から好ましい上限は１５０℃、乾燥速度の観
点から好ましい下限は３０℃である。
【００５６】
　本発明における活性エネルギー線には、紫外線、電子線、Ｘ線、赤外線および可視光線
が含まれる。これらのうち硬化性と樹脂劣化防止の観点から好ましいのは紫外線と電子線
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である。
【００５７】
　本発明の組成物を紫外線照射で硬化させるに際しては、種々の紫外線照射装置〔アイグ
ランデージ［商品名、アイグラフィック（株）製］、メタルハライドランプ等〕を使用す
ることができる。紫外線の照射量（ｍＪ／ｃｍ2）は、通常１０～１０，０００、組成物
の硬化性の観点から好ましい下限は、１００、硬化物の可撓性の観点から好ましい上限は
５，０００である。
【００５８】
　本発明の組成物を電子線照射で硬化させるに際しては、種々の電子線照射装置〔例えば
エレクトロンビーム［岩崎電気（株）製］〕を使用することができる。電子線の照射量（
Ｍｒａｄ）は、通常０．５～２０、組成物の硬化性の観点から好ましい下限は１、硬化物
の可撓性、並びに硬化物（コーティング膜）または基材の損傷を避けるとの観点から、好
ましい上限は１５である。
【００５９】
　本発明の組成物は、通常、活性エネルギー線（紫外線、電子線、Ｘ線、赤外線、可視光
線等）により硬化させるが、必要により前記熱硬化触媒（Ｆ１）を含有させた場合は熱で
硬化させることもできる。例えば、成形体の製造において、生産性の観点から、型面に本
発明の組成物を塗工し、まず活性エネルギー線で型から離型できる程度に硬化させた後、
熱で完全硬化させる方法を採用することができる。
【００６０】
　本発明の硬化物の剛性は、引張弾性率（引張速度５０ｍｍ／分、単位はＭＰａ）で表さ
れ、耐擦傷性および基材への密着性の観点から好ましくは１，５００～４，５００、さら
に好ましくは２，０００～４，０００である。該剛性は、組成物中の（Ａ）の含有量を増
減することで上記好ましい範囲に調整することができる。
【００６１】
　本発明の硬化物の屈折率は、光学部材への適用および合成のしやすさの観点から好まし
くは１．５００～１．５８０、さらに好ましくは１．５３０～１．５７０である。屈折率
は、硬化物中の（Ａ）および（Ｂ）に由来するベンゼン骨格含量を増減することにより調
整することができる。該ベンゼン骨格含量は、（Ａ）と（Ｂ）の合計重量に基づくベンゼ
ン骨格構成炭素の割合ＢＺ（％）で表され、硬化物が上記好ましい範囲の屈折率を有する
ためのＢＺ（％）は、好ましくは１５～５０、さらに好ましくは１８～４５である。
【００６２】
　本発明の組成物は、基材のコーティング剤等としても用いられ、得られる被覆物は光学
部材、電気・電子部材等として使用することができる。適用される基材としては、特に限
定はされないが、例えば紙、プラスチック、ガラスおよび金属が挙げられる。具体的には
、紙（例えば薄葉紙、紙間強化紙、チタン紙、ラテックス含浸紙および石膏ボード用原紙
）、プラスチック［プラスチック（塩化ビニル、ポリエステル、ポリプロピレン、ポリメ
チルメタクリレート等）フィルム、プラスチック（ポリメチルメタクリレート、ポリカー
ボネート、メチルメタクリレート／スチレン共重合物等）板等］、ガラス板、銅板、鉄板
等が挙げられる。
【００６３】
　以下、本発明を実施例によりさらに詳細に説明するが、本発明はこれらに限定されるも
のではない。以下において部は重量部、％は重量％を示す。
【００６４】
実施例１～１１、比較例１～２
　表１の組成に従って配合し、樹脂組成物（実施例１～１１、比較例１～２）を得た。表
中の配合成分は下記のとおりである。なお、型離型性付与剤用の各成分は予め所定量配合
して塩を形成させた後に他の成分に混合した。
モノマー（Ａ－１）：ビスフェノールＡジグリシジルエーテルのジアクリレート
モノマー（Ａ－２）：プロピレングリコールジグリシジルエーテルのジアクリレート
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モノマー（Ａ－３）：ポリエチレングリコールジグリシジルエーテルのジアクリレート
　　　　　　　　　　（Ｍｎ１，５００）
モノマー（Ａ－４）：ビスフェノールＡジグリシジルエーテルのジメタクリレート
モノマー（Ｂ－１）：イソボルニルアクリレート
モノマー（Ｂ－２）：フェノキシエチルアクリレート
モノマー（Ｂ－３）：ビスフェノールＡのＥＯ４モル付加物ジアクリレート
モノマー（Ｂ－４）：ＤＰＥのペンタアクリレート／ヘキサアクリレート＝重量比６０／
　　　　　　　　　　４０の混合物
モノマー（Ｂ－５）：ＥＧジメタクリレート
光重合開始剤（Ｃ－１）：１－ヒドロキシシクロヘキシルフェニルケトン［商品名「イ
　　　　　　　　　　ルガ１８４」、チバ・スペシャリティケミカルズ（株）製］
型離型性付与剤用成分（ｄ１－１）：ドデカノールのリン酸エステル（モノエステル
　　　　　　　　　　／ジエステル＝モル比１／１）
型離型性付与剤用成分（ｄ１－２）：ステアリルアルコールのリン酸エステル（モノ
　　　　　　　　　　エステル／ジエステル＝モル比１／１）
型離型性付与剤用成分（ｄ１－３）：ステアリルアルコールＥＯ１０モル付加物のリ
　　　　　　　　　　ン酸エステル（モノエステル／ジエステル＝モル比１／１）
型離型性付与剤用成分（ｄ２－１）：ジメチルステアリルアミン
型離型性付与剤用成分（ｄ２－２）：ステアリルアミンＥＯ１０モル付加物
【００６５】
【表１】

【００６６】
　上記樹脂組成物およびその硬化物について、下記項目を評価した。結果を表２に示す。
１．粘度
　該組成物を、高さ７ｃｍ、口径３０ｍｍのガラス容器（５０ｍｌ）に入れ、２５℃での
粘度をＢＬ型粘度計［東京計器（株）製］を用いて測定した。
【００６７】
２．弾性率
（ｉ）硬化物作成法
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　ガラス板［商品名「ＧＬＡＳＳ　ＰＬＡＴＥ」、アズワン（株）製、タテ２００ｍｍ×
ヨコ２００ｍｍ×厚さ５ｍｍ、以下同じ。］の周辺部にセットしたスペーサー枠（厚さ１
０μｍ、幅５０ｍｍ）の枠内に試料を充填し、さらにその上にガラス板を重ね、ニップロ
ーラーで挟んで空気を押し出した。その後紫外線照射装置を用いて、１，０００ｍＪ／ｃ
ｍ2の紫外線を照射した。その後、ガラス板を取り外し、硬化物を得た。これをダンベル
状に切り出し、試験片とした。
（ｉｉ）弾性率評価
　オートグラフ［(株)島津製作所製］を用いて、試験速度５０ｍｍ／分で引張弾性率を測
定した（単位はＭＰａ）。
【００６８】
３．耐擦傷性
（ｉ）硬化物作成法
　ガラス板の周辺部にセットしたスペーサー枠（厚さ１０μｍ、幅１０ｍｍ）の枠内に試
料を充填し、さらにその上にＰＥＴフィルム基材［商品名「Ａ－４３００」、東洋紡（株
）製、タテ２００ｍｍ×ヨコ２００ｍｍ×厚さ０．１ｍｍ］を重ね、ニップローラーで挟
んで空気を押し出した。その後紫外線照射装置を用いて、ＰＥＴフィルム側から、１，０
００ｍＪ／ｃｍ2の紫外線を照射した。その後、ガラス板を取り外し、片面に硬化物（膜
）を有するＰＥＴフィルム付き成形体を得た。
（ｉｉ）耐擦傷性評価
　面ファスナー［商品名「マジクロス」、型番１Ｋ２Ｌ、伸和（株）製］を用いて硬化膜
上を１０往復擦り、ＪＩＳ　Ｋ－７３６１－１に準じ、全光線透過率測定装置を用いてヘ
ーズを測定した（単位は％）。ヘーズ値が小さいほど耐擦傷性に優れることを示す。
【００６９】
４．型離型性および基材との密着性
　該組成物を３５℃に温度調整し、予めクロムメッキを内面に施した金型（タテ５０ｃｍ
、ヨコ５０ｃｍ、金型温度３５℃）にディスペンサーを用いて厚さ５０～１５０μｍとな
るように塗工した。次にメチルメタクリレート系共重合物からなる厚さ２ｍｍ（タテ５０
ｃｍ×ヨコ５０ｃｍ）の透明基材［商品名「スミペックスＨＴ」、住友化学（株）製］を
、上記金型に塗工した樹脂の上から空気が入らないように加圧積層した。さらに、該基材
の上の方向から紫外線照射装置を用いて１，０００ｍＪ／ｃｍ2の紫外線を照射して該組
成物を硬化させた。基材付き成形体（膜）の金型からの離型性と、基材との密着性を次の
方法で評価した。
【００７０】
（１）型離型性（型からの離型の難易度）
　基材つき硬化物（膜）（基材被覆物）を、金型からゆっくり引き剥がした際の型離型性
を下記の観点で評価した。

　　　○　　離型が容易
　　　×　　離型が困難で、離型時に膜の変形あり

（２）基材との密着性［硬化物（膜）と基材との密着性］
　基材付き硬化物（膜）の硬化物（膜）の表面にナイフで１ｍｍ幅に切れ目を入れて碁盤
目（１０×１０個）を作成し、該碁盤目上にセロハン粘着テープを貼り付け９０度剥離を
行い、基材から剥離した硬化物（膜）の個数を評価した。
【００７１】
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【表２】

　表２中、比較例１の、型離型性を除く項目の評価用試験片の作成に当っては金型に予め
外部離型剤［商品名「ダイフリー」、ダイキン工業(株)製］を塗布した。それ以外の試験
片作成時は、型に外部離型剤は塗布しなかった。
【産業上の利用可能性】
【００７２】
　本発明の組成物を硬化させてなる硬化物は、耐傷性、剛性、基材との密着性に優れ、型
（とくに金型）からの離型性が良好であることから、微細加工による高精彩化が要求され
る光学レンズ等に幅広く用いられ極めて有用である。
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